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池
袋
雑
筆

江
戸
川
乱
歩

　

池
袋
は
変
つ
た
。と
い
う
噂
は
あ
る
。

変
つ
た
の
は
西
口
方
面
の
要
町
え
向
つ

た
道
路
に
、
と
も
か
く
が
ら
く
た
商
店

街
が
現
出
し
た
だ
け
だ
。
ほ
ん
と
う
に

池
袋
を
知
つ
て
い
る
者
に
は
あ
り
が
た

迷
惑
な
話
で
あ
る
。
ま
さ
か
に
池
袋
が

東
京
の
ゴ
ミ
捨
て
場
に
な
る
と
は
誰
し

も
予
想
し
な
か
つ
た
に
ち
が
い
な
い
。

池
袋
に
来
る
人
に
は
、
銀
座
に
も
あ
き

た
連
中
ば
か
り
な
ら
興
も
涌
く
で
あ
ろ

う
に
―
―
。
み
ん
な
酔
ひ
ど
れ
天
使
を

気
取
る
兄
ち
や
ん
や
姐
ち
や
ん
で
あ

る
。
良
家
の
主
婦
や
家
族
連
れ
を
池
袋

で
見
る
、
お
き
の
ど
く
な
が
ら
「
馬
鹿

正
直
」と
い
う
言
葉
が
口
え
上
る
の
だ
。

良
識
は
敗
戦
後
の
世
相
で
は
ほ
こ
り
だ

ら
け
の
仏
像
的
役
割
し
か
し
な
い
の
で

あ
ろ
う
か
？　

こ
と
私
事
だ
が
、
私
の

関
係
す
る
小
説
界
で
も
主
材
と
か
、
ト

リ
ツ
ク
と
か
、
い
ろ
い
ろ
珍
奇
な
道
具

立
て
が
顔
を
売
り
は
じ
め
て
い
る
。
そ

れ
が
立
派
に
真
実
を
表
現
す
る
道
具
立

て
な
ら
ま
だ
し
も
、
通
り
相
場
で
も
あ

る
。「
喰
う
こ
と
も
真
実
だ
」
と
い
う

奇
妙
な
ロ
ジ
ツ
ク
を
用
意
し
た
地
方
廻

り
小
説
な
の
だ
か
ら
た
ま
ら
な
い
。

　

ほ
ん
と
の
も
の
が
生
き
て
ゆ
け
な
い

世
間
を
私
た
ち
は
憎
む
。
し
か
し
い
て

も
そ
れ
だ
け
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い

の
だ
。
い
つ
た
い
そ
れ
な
ら
ど
う
し
た

ら
よ
い
の
か
？　

こ
ん
な
問
を
愚
劣
と

笑
う
余
裕
が
な
い
か
ぎ
り
、
日
本
文
学

に
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
考
え
る
の
は
時
期
尚

早
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
一
九
四
八
・
一
一
・
一
〇
記
）

【
解
説
】　

　

江
戸
川
乱
歩
「
池
袋
雑
筆
」
は
、
随
筆
雑

誌
『
三
十
日
』
第
二
巻
第
一
号
（
一
九
四
九

年
一
月
十
日
）
に
掲
載
さ
れ
た
短
文
の
随
筆

で
あ
る
。
誌
面
全
体
を
一
か
月
の
カ
レ
ン
ダ

ー
に
見
立
て
、
毎
日
、
ひ
と
り
の
書
き
手
が

随
筆
、
詩
、
挿
絵
な
ど
を
執
筆
す
る
と
い
う

ユ
ニ
ー
ク
な
編
成
方
針
を
取
る
こ
の
雑
誌

は
、
戦
時
中
の
一
九
三
八
年
に
野
田
書
房
が

発
行
し
た
随
筆
雑
誌
『
三
十
日
』
の
誌
名
と

体
裁
を
継
承
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

現
在
、
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
の
プ
ラ
ン
ゲ

文
庫
に
第
一
巻
第
一
号
と
第
二
巻
第
一
号
が

収
蔵
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
日
本
近
代
文
学
館

に
は
第
一
巻
第
一
号
、
第
二
号
、
第
二
巻
第

一
号
が
あ
り
、
現
状
で
三
冊
の
発
行
が
確
認

で
き
る
。
江
戸
川
乱
歩
に
関
す
る
最
も
詳
細

な
執
筆
年
譜
で
あ
る
中
相
作
の
「
名
張
人
外

鏡
」（http://w

w
w

.e-net.or.jp/user/
stako/ED

1/E02set.htm
l 

閲
覧
日
二
〇
二

二
年
十
二
月
十
七
日
）
の
「
執
筆
年
譜
」
に

は
「
池
袋
雑
記
」
の
記
載
も
あ
る
が
、
同
執

筆
年
譜
で
は
「
偽
作
」
と
い
う
注
記
が
付
さ

れ
て
い
る
。
中
相
作
が
ど
の
よ
う
な
根
拠
に

基
づ
い
て
そ
の
よ
う
に
表
記
し
た
の
か
は
不

詳
だ
が
、『
三
十
日
』
と
い
う
雑
誌
の
信
頼

性
お
よ
び
「
池
袋
雑
筆
」
の
内
容
か
ら
類
推

す
る
限
り
、
こ
の
随
筆
を
「
偽
作
」
と
す
る

理
由
は
見
出
せ
な
い
。

　

ま
た
、
こ
の
随
筆
の
特
徴
の
ひ
と
つ
は
、

自
宅
の
あ
っ
た
池
袋
の
街
並
み
が
「
が
ら
く

た
」
の
氾
濫
す
る
敗
戦
後
の
世
相
に
吞
み
込

ま
れ
て
い
く
様
子
を
皮
肉
め
い
た
言
葉
で
綴

る
と
と
も
に
、
そ
れ
を
文
学
の
問
題
に
敷
衍

し
、「
ほ
ん
も
の
が
生
き
て
ゆ
け
な
い
」
状

況
を
憂
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

「
池
袋
雑
筆
」
を
掲
載
し
た
『
三
十
日
』
の

奥
付
に
は
「『
三
十
日
』
第
二
巻
第
一
号
／

毎
月
一
回
一
日
発
行　

昭
和
二
十
四
年
一
月

五
日
印
刷
納
本　

昭
和
二
十
四
年
一
月
十
日

発
行　

定
価
五
十
円　

編
集
人　

菊
池
久
吾

　

発
行
人　

西
川
喜
万　

印
刷
所　

東
京
都

千
代
田
区
西
神
田
二
の
七　

芳
文
社　

発
行

所　

東
京
都
中
央
区
木
挽
町
一
ノ
九  

「
三

十
日
」
編
輯
部　

発
売
所　

東
京
都
中
央
区

呉
服
橋
二
の
三
の
八　

大
衆
社
」
と
あ
る
。

『
三
十
日
』（
一
九
四
九
年
一
月
）
に
は
江

戸
川
乱
歩
の
他
に
も
著
名
人
が
名
を
連
ね
て

お
り
、
大
木
實
、
下
村
海
南
、
三
雲
祥
之
助
、

飛
田
積
洲
、
佐
藤
垢
石
、
加
藤
将
之
、
和
辻

春
樹
、
伊
福
部
隆
彦
、
岡
崎
源
一
郎
、
宮
地

新
資
料
紹
介

 「
ほ
ん
も
の
が
生
き
て
ゆ
け
な
い
世
間
」
へ
の
憂
い

　
　
　  

石
川
　
　
巧

【図１】随筆雑誌『三十日』
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嘉
六
、
村
上
多
惠
子
、
大
原
富
枝
、
陶
山
務

な
ど
が
寄
稿
し
て
い
る
。
表
紙
画
は
棟
方
志

功
が
担
当
し
て
い
る
（【
図
１
】
参
照
、
原

本
は
筆
者
所
蔵
）。

　

エ
ッ
セ
イ
の
冒
頭
、
乱
歩
は
敗
戦
直
後
の

池
袋
を
「
東
京
の
ゴ
ミ
捨
て
場
」
と
呼
ん
で

い
る
。
ヤ
ミ
市
を
舞
台
と
す
る
映
画
「
酔
ひ
ど

れ
天
使
」
に
喩
え
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か

な
よ
う
に
、こ
こ
で
い
う
「
が
ら
く
た
商
店
街
」

と
い
う
の
は
、
バ
ラ
ッ
ク
建
て
の
長
屋
や
ゴ

ザ
敷
の
露
天
商
が
集
う
ヤ
ミ
市
で
あ
る
。

　

敗
戦
後
の
混
乱
し
た
社
会
状
況
の
も
と
で

は
食
糧
や
生
活
物
資
の
配
給
を
充
分
に
受
け

る
こ
と
が
で
き
ず
、
人
々
は
飢
餓
と
困
窮
に

喘
い
て
い
た
。
そ
う
し
た
な
か
、
タ
ー
ミ
ナ

ル
駅
周
辺
の
疎
開
地
や
戦
災
焼
失
地
に
ヤ
ミ

市
と
呼
ば
れ
る
自
由
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
誕
生
す

る
。
な
か
で
も
、
池
袋
の
ヤ
ミ
市
は
新
宿
、

渋
谷
、
上
野
、
有
楽
町
な
ど
と
並
ぶ
大
規
模

な
も
の
で
あ
り
、
乱
歩
が
居
住
し
て
い
た
西

口
に
限
っ
て
み
て
も
、
豊
島
師
範
学
校
跡
地

（
現
在
の
東
京
芸
術
劇
場
周
辺
）
を
中
心
に

広
く
分
布
し
て
い
た
。

　

ま
た
、
池
袋
の
場
合
は
赤
羽
線
・
武
蔵
野

鉄
道
（
現
在
の
西
武
池
袋
線
）
と
東
武
東
上

線
が
農
村
部
と
繁
華
街
を
結
ん
で
お
り
、
野

菜
や
穀
物
な
ど
の
食
糧
を
供
給
す
る
の
に
便

利
な
土
地
だ
っ
た
。
一
九
四
六
年
春
以
降
は

警
察
の
取
り
締
ま
り
が
厳
し
く
な
り
、
一
九

五
〇
年
前
後
に
か
け
て
は
露
天
整
理
令
に
基

づ
く
戦
災
復
興
土
地
区
画
整
理
事
業
も
進
め

ら
れ
る
が
、
池
袋
西
口
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
最

終
的
に
姿
を
消
す
の
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

を
間
近
に
控
え
た
一
九
六
二
年
だ
っ
た
。

　

だ
が
、
エ
ッ
セ
イ
の
な
か
で
乱
歩
は
池
袋

駅
周
辺
と
は
い
わ
ず
「
西
口
方
面
の
要
町
え

向
つ
た
道
路
」
と
表
現
し
て
い
る
。
現
在
、

池
袋
谷
原
線
と
な
っ
て
い
る
こ
の
道
路
を
西

へ
向
か
っ
た
さ
き
に
あ
る
も
の
。
そ
れ
は
、

光
が
丘
の
米
軍
グ
ラ
ン
ト
・
ハ
イ
ツ
で
あ
る
。

一
九
四
七
年
三
月
、
連
合
軍
に
接
収
さ
れ
た

成
増
陸
軍
飛
行
場
跡
地
に
米
軍
家
族
宿
舎
の

建
設
が
始
ま
っ
た
グ
ラ
ン
ト
・
ハ
イ
ツ
は
、

一
九
四
八
年
六
月
に
完
成
し
「
グ
ラ
ン
ト
・

ハ
イ
ツ
住
宅
地
区
」
と
な
る
（【
図
２
】
は

一
九
五
三
年
の
同
地
区
。
出
典
は
資
料
検
索

サ
イ
ト
「
練
馬
わ
が
ま
ち
資
料
館
」
閲
覧
日

二
〇
二
二
年
十
二
月
十
七
日
）。
ま
た
、
近

隣
に
巨
大
な
家
族
宿
舎
が
で
き
た
こ
と
で
、

池
袋
に
は
米
軍
の
払
い
下
げ
物
資
が
大
量
に

集
ま
る
よ
う
に
な
る
。

　

こ
う
し
て
、「
西
口
方
面
の
要
町
え
向
つ

た
道
路
」
は
米
軍
の
払
い
下
げ
物
資
を
買
い

求
め
よ
う
と
す
る
人
々
で
溢
れ
る
。
乱
歩
が

苦
々
し
い
思
い
で
眺
め
て
い
た
光
景
は
、
ま

さ
に
そ
れ
で
あ
る
。「
池
袋
雑
筆
」
の
背
後

に
は
、
敗
戦
国
の
民
衆
が
戦
勝
国
の
「
が
ら

く
た
」
に
群
が
り
、
必
死
に
な
っ
て
手
に
入

れ
よ
う
と
す
る
こ
と
へ
の
憤
怒
が
滞
留
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

　
当
時
の
池
袋
西
口
に
は
九
一
三
一
平
方
メ
ー

ト
ル
も
の
戦
災
復
興
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
広
が
り
、

五
一
〇
コ
マ
の
区
画
に
三
一
五
の
営
業
店
舗
と

一
八
二
の
住
宅
が
密
集
し
て
い
た
（
立
教
大
学

社
会
福
祉
研
究
室
「
池
袋
戦
災
復
興
マ
ー
ケ

ッ
ト
実
態
調
査
」『H

U
M

A
N

 RELA
T

IO
N

S 
N

o.2

』
一
九
五
〇
年
三
月
）
と
い
う
か
ら
、

乱
歩
が
そ
れ
を
見
か
け
て
い
な
い
は
ず
は
な

い
が
、
彼
が
西
口
の
ヤ
ミ
市
で
は
な
く
「
西

口
方
面
の
要
町
え
向
つ
た
道
路
」
に
限
定
し

た
理
由
は
、
き
っ
と
そ
こ
に
敗
戦
国
の
惨
め

さ
が
集
約
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
こ
こ
で
乱
歩
が
「
西
口
方
面
の
要

町
え
向
つ
た
道
路
」
の
様
子
を
具
体
的
に
描

写
し
な
い
の
に
は
理
由
が
あ
る
。「
池
袋
雑

筆
」
が
発
表
さ
れ
た
一
九
四
九
年
一
月
は
、

プ
レ
ス
コ
ー
ド
に
よ
り
新
聞
、
雑
誌
、
放
送

の
言
論
や
表
現
が
厳
し
く
統
制
さ
れ
て
い
た

時
期
で
あ
る
。
削
除
お
よ
び
発
行
禁
止
対
象

の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
は
「
占
領
軍
軍
隊
に
対
す

る
批
判
」
や
「
Ｇ
Ｈ
Ｑ
ま
た
は
地
方
軍
政
部

に
対
す
る
不
適
切
な
言
及
」は
も
ち
ろ
ん「
闇

市
の
状
況
」
も
含
ま
れ
て
い
た
。
戦
時
中
、

大
政
翼
賛
会
豊
島
区
支
部
事
務
長
に
就
い
て

い
た
と
い
う
理
由
で
戦
争
協
力
者
の
調
査
対

象
と
な
っ
て
い
た
乱
歩
に
し
て
み
れ
ば
、
余

計
な
こ
と
を
書
い
て
バ
ッ
シ
ン
グ
を
受
け
た

く
な
い
と
い
う
思
い
も
あ
っ
た
は
ず
で
あ

る
。
彼
は
そ
う
し
た
熟
慮
の
も
と
、
敢
え
て

間
接
的
な
表
現
で
戦
後
池
袋
の
世
相
を
伝
え

て
い
る
の
で
あ
る
。

　

エ
ッ
セ
イ
の
後
半
、
乱
歩
は
敗
戦
後
の
混

乱
の
な
か
で
「
良
識
」
が
意
味
を
な
さ
な
く

な
っ
て
い
る
状
況
を
憂
い
、「
喰
う
こ
と
も

真
実
だ
」
と
開
き
直
る
「
地
方
廻
り
小
説
」

を
唾
棄
す
る
が
、
そ
こ
に
添
え
ら
れ
る
「
ほ

ん
と
の
も
の
が
生
き
て
ゆ
け
な
い
世
間
を
私

た
ち
は
憎
む
」
と
い
う
一
節
は
、
売
れ
れ
ば

よ
い
と
い
う
低
俗
な
「
が
ら
く
た
」
文
学
ば

か
り
が
隆
盛
す
る
世
相
に
向
け
た
苛
立
ち
で

あ
る
と
同
時
に
、
目
の
前
に
あ
る
事
実
を
あ

り
の
ま
ま
に
語
る
こ
と
す
ら
許
さ
れ
な
い
状

況
に
対
す
る
必
死
の
抵
抗
で
も
あ
っ
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。　
（
本
学
文
学
部
教
授
）

【図２】1953年のグラント・ハイツ住宅地区


